
　
広
田
収
・
生
井
武
世
・
今
井
昌
子
・
黒
沢
圭
二
の
各
氏

○
有
倉
遼
吉
・
土
橋
寛
共
編
『
私
立
大
学
の
危
機
－
教
育
・
研
究
と
財
政
１
』

　
（
Ｂ
６
判
、
二
四
六
頁
、
一
九
七
四
年
十
一
月
、
時
事
通
信
杜
、
九
〇
〇
円
）

　
私
立
大
学
の
変
遷
（
尾
形
憲
）
／
私
立
大
学
と
学
術
行
政
（
土
橋
寛
）
／
私
立

　
大
学
と
国
民
の
教
育
権
（
兼
子
仁
）
／
私
立
大
学
に
お
け
る
教
育
と
研
究
（
川

　
口
弘
）
／
私
立
大
学
と
大
学
院
（
並
木
美
喜
雄
）
／
「
国
立
私
学
」
を
擾
言
す

　
る
（
岩
尾
裕
純
）
／
資
料
（
日
本
学
術
会
議
が
お
こ
な
っ
た
私
立
大
学
関
係
の

　
勧
告
・
要
望
・
申
入
れ
、
私
学
関
係
振
興
予
算
一
覧
表
）

○
山
田
昭
夫
・
内
田
満
共
編
『
近
代
文
学
資
料
８
～
１
０
・
有
島
武
郎
』
上

　
・
中
・
下
（
三
分
冊
）
一
九
七
五
年
一
月
、
中
下
巻
順
次
刊
行
予
定
、
桜
楓

　
杜
、
各
二
、
○
○
○
円
）

　
上
巻
…
第
一
部
　
有
島
武
郎
全
集
逸
文
／
遺
稿
（
二
編
）
／
逸
文
エ
ッ
セ
イ

　
　
　
（
六
一
編
）

中
巻
…
第
二
部
　
有
島
武
郎
全
集
未
収
録
書
簡
／
未
発
表
お
よ
び
未
収
録
書
簡

　
　
　
（
二
〇
一
通
）
／
書
簡
（
総
）
目
録
／
書
簡
人
名
索
引
ほ
か
／
第
三
部

　
　
　
近
親
者
資
料
／
父
武
に
よ
る
「
有
島
武
手
記
集
」
ほ
か
、
母
・
妻
・
弟

　
　
　
・
子
息
に
よ
る
も
の
七
編

下
巻
…
第
四
部
　
周
辺
資
料
／
「
稲
穂
崎
の
素
人
画
家
」
／
農
場
関
係
資
料
な

　
　
　
ど
四
編
／
第
五
部
年
譜
／
研
究
文
献
目
録

　
　
同
志
社
大
学
国
文
学
会
会
則
改
訂
全
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
改
訂
　
一
九
七
四
年
十
一
月
二
十
三
目

　
第
一
章
　
総
　
　
　
則

第
一
条
　
本
会
は
同
志
社
大
学
国
文
学
会
と
称
す
る
。

第
二
条
本
会
は
国
文
学
・
国
語
お
よ
び
国
語
教
育
の
研
究
を
目
的
と
す
る
。

第
三
条
　
本
会
の
会
員
は
同
志
社
大
学
国
文
学
専
攻
に
属
す
る
左
記
の
も
の
と

　
す
る
。

　
１
　
専
任
教
員

　
２
　
学
部
在
学
生

　
３
　
大
学
院
在
学
生

　
４
　
学
部
卒
業
生

　
５
　
大
学
院
修
了
生

　
た
だ
し
、
特
に
入
会
を
希
望
し
、
評
議
員
会
の
認
め
た
も
の
は
会
員
に
な
る

　
こ
と
ガ
で
き
る
。

第
四
条
　
第
三
条
４
．
５
項
目
の
会
員
で
、
卒
業
ま
た
は
修
了
後
四
年
以
上
を

経
過
し
た
者
、
お
よ
び
第
三
条
た
だ
し
書
き
に
よ
る
会
員
は
、
退
会
す
る
こ

　
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
会
員
の
う
ち
、
会
費
の
滞
納
が
二
年
分
以

　
上
に
及
ん
だ
者
は
、
退
会
の
意
思
を
表
明
し
た
も
の
と
み
な
す
。

　
　
退
会
者
が
復
会
を
希
望
す
る
場
く
〕
は
、
未
納
会
費
を
納
入
す
る
も
の
と
す

　
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
Ｃ
九



第
五
条
本
会
の
事
務
所
を
同
志
社
大
学
文
学
部
固
文
学
研
究
室
に
お
く
。

　
第
二
章
事
　
　
　
業

第
六
条
本
会
の
第
二
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
左
記
の
事
業
を
行
な

　
う
０

　
１
　
研
究
会
の
開
催

　
２
　
講
演
会
の
開
催

　
３
　
機
関
誌
の
発
行

　
４
　
研
究
上
必
要
な
調
査
見
学

　
５
　
そ
の
他
、
目
的
達
成
に
必
要
な
事
項

　
第
三
章
　
組
織
お
よ
び
役
員

第
七
条
会
長
は
会
を
代
表
す
る
。
会
長
は
専
任
教
員
の
互
選
に
よ
る
。

第
八
条
評
議
員
会
は
総
会
に
準
ず
る
決
議
機
関
で
あ
る
。

第
九
条
　
評
議
員
の
選
出
は
左
記
に
よ
る
。

１
　
専
任
教
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
員

２
　
学
部
在
学
生
　
　
　
　
一
部
十
二
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
部
　
　
四
名

３
　
大
学
院
在
学
生
　
　
　
　
　
　
　
一
名

４
　
学
部
卒
業
生
　
　
　
　
　
　
　
　
二
名

５
　
大
学
院
修
了
生
　
　
　
　
　
　
　
一
名

た
だ
し
、
４
・
５
項
に
つ
い
て
は
会
長
が
こ
れ
を
委
嘱
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇

第
十
条
　
常
任
委
員
会
は
会
務
の
企
画
、
立
案
、
執
行
に
当
る
。

第
十
一
条
　
常
任
委
員
の
選
出
は
左
記
に
よ
る
。

　
１
　
専
任
教
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
名

　
２
　
学
部
在
学
生
　
一
部
四
名
　
二
部
一
名

　
３
　
大
学
院
在
学
生
　
　
　
　
　
　
　
一
名

　
４
　
学
部
卒
業
生
　
　
　
　
　
　
　
　
一
名

　
５
　
大
学
院
修
了
生
　
　
　
　
　
　
　
一
名

　
た
だ
し
、
４
・
５
項
に
つ
い
て
は
会
長
が
こ
れ
を
委
嘱
す
る
。

第
十
二
条
　
会
計
監
査
は
二
名
と
し
、
評
議
員
会
が
委
嘱
す
る
。

第
十
三
条
　
役
員
の
任
期
は
一
年
と
す
る
。
た
だ
し
再
選
を
さ
ま
た
げ
な
い
。

第
十
四
条
　
第
三
条
の
各
項
の
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
を
設
け
る
こ
と
が
で

　
き
る
。

　
第
四
章
総
　
　
　
会

第
十
五
条
　
総
会
は
本
会
の
最
高
の
決
議
機
関
で
あ
る
。

第
十
六
条
　
総
会
の
開
催
は
左
記
に
よ
る
。

　
１
　
定
期
総
会
は
年
一
回
こ
れ
を
開
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
２
　
臨
時
総
会
は
評
議
員
会
ま
た
は
常
任
委
員
会
が
必
要
と
認
め
た
時
、
こ

　
　
れ
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
３
　
会
員
の
五
十
名
の
要
請
が
あ
れ
ば
臨
時
総
会
を
開
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

第
十
七
条
　
総
会
は
出
席
会
員
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。



第
十
八
条
　
総
会
の
議
決
は
出
席
者
の
過
半
数
を
も
っ
て
成
立
す
る
。
可
否
同

　
数
の
場
合
は
議
長
が
こ
れ
を
決
す
る
。

　
第
五
章
会
　
　
　
計

第
十
九
条
　
本
会
の
会
費
は
年
額
五
〇
〇
円
と
す
る
。

第
二
十
条
本
会
の
会
計
年
度
は
四
月
一
日
よ
り
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と

　
す
る
。

　
第
六
章
補
　
　
　
則

第
二
十
一
条
木
会
則
の
改
正
は
総
会
に
お
い
て
山
叱
会
員
の
三
分
の
二
以
上

　
の
同
意
を
要
す
る
。

第
二
十
二
条
　
木
会
則
の
発
効
は
昭
和
五
十
年
四
月
一
口
と
す
る
。

　
（
注
）
　
本
年
度
総
会
に
お
い
て
、
会
則
第
十
九
条
に
定
め
る
会
費
年
額
二

　
　
　
　
　
五
〇
円
を
年
額
五
〇
〇
円
に
改
め
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
編
　
集
　
後
　
記

　
昭
和
四
十
年
十
一
月
に
同
志
社
国
文
学
会
が
結
成
さ
れ
、
機
関
誌
「
同
志
杜

ヨ
文
学
」
が
創
刊
さ
れ
て
か
ら
十
年
の
歳
月
が
た
と
う
と
し
て
い
る
。
途
中
曲

折
が
な
か
っ
た
わ
け
一
、
・
は
な
い
が
、
二
こ
に
間
も
む
く
第
十
号
を
お
届
け
で
き

る
こ
と
は
、
喜
こ
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。

　
土
橋
会
長
の
発
刊
の
こ
と
ば
に
い
う
、
　
”
本
学
会
は
…
…
国
文
学
・
国
語
学

及
び
国
語
教
育
の
研
究
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
本
誌
は
そ
れ
ら
の
研
究
活
動

の
成
果
を
発
表
す
る
場
所
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
一
面
で
は
会
員
の
研
究
活
動
に

何
ら
か
の
貢
献
を
し
よ
う
と
す
る
意
味
を
持
つ
と
共
に
、
他
面
で
は
広
く
わ
が

国
に
お
け
る
国
文
学
・
国
語
学
・
国
語
教
育
の
研
究
に
対
し
て
も
、
そ
の
一
翼

を
担
お
う
と
す
る
公
的
・
杜
会
的
な
意
志
の
表
明
で
も
あ
る
…
…
。
と
。
こ
れ

ら
の
目
的
な
い
し
意
志
の
発
動
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
き
た
か
、
な
さ
れ
つ

っ
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
諸
賢
の
ご
批
判
に
ゆ
だ
ね
る
ほ
か
は
な
い
。
が
、
宣

長
大
人
に
よ
れ
ば
、
　
”
詮
ず
る
と
こ
ろ
学
問
は
、
た
だ
年
月
長
く
倦
ま
ず
お
こ

た
ら
ず
し
て
は
げ
み
っ
と
む
る
ぞ
肝
要
”
と
も
い
う
。
ま
た
次
の
区
切
り
を
め

ざ
し
て
、
ま
ず
は
息
の
長
い
地
道
な
活
動
を
続
け
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
木
号
に
も
倦
ま
ず
お
こ
た
ら
ず
歩
ん
で
い
る
先
学
、
同
学
の
力
作
を
掲
載
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
小
森
教
授
の
西
鶴
論
は
、
安
永
教
授
の
「
戦
時
下
の
文

学
」
（
今
回
は
休
載
）
と
も
ど
も
お
な
じ
み
と
な
っ
た
し
、
黒
沢
氏
の
ワ
ニ
氏

関
係
伝
承
論
、
原
田
氏
の
紫
式
部
日
記
、
生
井
氏
の
近
松
、
内
田
氏
の
有
島
武

郎
、
玉
村
助
教
授
の
語
彙
論
も
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
方
法
で
、
一
貫
し
て
掘
り

さ
げ
ら
れ
て
い
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。
児
島
氏
の
は
昭
和
四
十
八
年
度
の
卒
業
論

文
で
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
本
号
に
は
右
の
七
篇
を
上
ま
わ
る
多
数
の
力
作
が
投
稿
さ
れ
た
が
、

紙
幅
の
都
合
で
や
む
を
え
ず
掲
載
で
き
な
か
っ
た
も
の
も
あ
る
。
せ
っ
か
く
原

稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
、
お
詫
び
申
し
あ
げ
る
し
だ
い
で
あ
る
。

　
次
号
に
も
多
く
の
ご
投
稿
を
期
待
し
た
い
。
　
　
　
（
５
０
・
１
、
駒
木
記
）
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